
農作業のページは取りはずして別に保存し活用してください。 農作業のページは取りはずして別に保存し活用してください。

№422　令和8年6月15日発行 №422　令和8年6月15日発行裏面はラッカセイを掲載しています。 裏面はチンゲンサイを掲載しています。

チンゲンサイ
抗発ガン作用や免疫賦活作用で知られているβカロテンが豊富に含まれているチンゲンサイは、
柔らかで歯ごたえが良く、煮崩れしにくいため、炒めものや煮込み料理に向いています。

涼しくなってから播種する秋まきは作りやすい。11月～3月まきはトンネル、ハウスが必要。
播種時期をずらし、長期間収穫するとよい。

作　型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 品　　　種　　　名

露　　地 青帝（夏まきは寒冷紗トンネル栽培）
武帝

　　　　　　：種まき　　　　：収穫

畑の準備・定植

土づくり　a当たり
堆　肥� 300㎏
セルカ（有機石灰）� 10㎏
7～10日前に施用し土と混合

元　　肥　a当たり
醗酵鶏糞� 30㎏
畝立時施用

◦畝幅　100～120cm
◦畝高
　◦露地、トンネル
　　　　　　30～40cm
　◦ハウス　10～20cm

防　除
病害虫名 耕 種 防 除 薬 剤 防 除

白 さ び 病 風通しをよくする
べ と 病 発病株を取り除く

コ ナ ガ 寒冷紗等を用いる
早期発見し除去する

アファーム乳剤　1,000～2,000倍
10～30リットル/a　3日前まで3回以内

キスジノミハムシ 前作のアブラナ科作物
残査を除去する

スタークル顆粒水溶剤　2,000倍　
10～30リットル/a　3日前まで3回以内

◦草丈　15～20cm
◦植え付け後30日前後で
　収穫となる。
◦取り遅れないよう
　にする。

収　穫

◦セルトレイ（72穴）　0本葉3～4枚で定植
◦セルトレイ（128穴）　本葉2枚頃に定植
◦軽く覆土し発芽するまで乾燥しないように
　灌水する。

播種・育苗

◦黒マルチをし、保温、雑草防止、生育促進をはかる。
◦株間　15cm
◦条間　15cm（4条植）
◦植え付け後は、十分灌水する。

定　植

一般的には、殻がついた状態のものを落花生、炒った状態のものをピーナッツと
呼ぶことが多いです。脂質と良質のタンパク質が多く含まれており、
ミネラル分やビタミン類といった栄養素がバランスよく含まれています。

ラッカセイ

◦10月中旬頃、茎や葉が黄色くなって下葉が少し枯れ落ちたら、1株試し
　掘りをして、さやが充実して、網目が現れていたら収穫適期である。
◦掘り取った株を水洗いして2～3日日光に当て乾燥させる。
◦茹で落花生品種については水が濁らなくなるまで洗い、茹でて食べる。

収　穫

防　除 病害虫名 耕 種 防 除 薬 剤 防 除

褐 斑 病 連作を避ける
無病種子を用いる ダコニール1000（500倍）14日前4回

コガネムシ類幼虫 未熟有機物の施用を
避ける

ダイアジノン粒剤5　400g～500g/a
播種前　全面土壌混和又は作条土壌混和

◦殻をむいた種子を一昼夜水に浸しておく。

種まき

◦花が咲き始めた頃と、株の半分位の花が咲いた頃
の2回、土寄せする。

◦追肥は本葉5～6枚の頃、野菜専用肥料2～3kg/a
畝肩に施す。

土寄せ・追肥

畑の準備・定植

土づくり　a当たり
堆　肥� 300㎏
セルカ（有機石灰）� 15〜20㎏
ようりん� 5〜7㎏
播植（植え付け）1ヶ月前位に土と良く混合

◦畝幅100～120cm
　株間30～45cm（1条植）

25℃以上の高温と強い日光で良く育つ。直まきは鳥害で欠株になりやすいので注意する。
過湿地では生育しないので、排水対策をする。石灰質肥料を多目に施す。

作　型

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 品　　　種　　　名

春 植 え
（春まき）

千葉半立
ジャンボ落花

　　　　　　：種まき　　　：植え付け　　　　：収穫

直まき
移植

◦土寄せする分を見越して
　溝を作り、溝の中に
　苗を植える。

苗の植え付け …（本葉2枚の頃に植え付ける）

〈這性品種〉
茎の上に土をかける

〈立性品種〉
株元10cm位に土をかける

100〜120cm

30〜45cm30〜45cm

ポリ鉢に
3粒まく
覆土は1cm

本葉1〜2枚時に
間引いて

2本立ちにする
2〜3粒ずつ点まきする

2〜3cm

1m

30〜45cm

〈直まきの場合〉

〈植えかえの場合〉

水
一昼夜

種
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